
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

2,441,567 2,860,300 4,208,789 3,701,669 3,274,839

△ 655,175 - - △ 3,147,226 -

- - - 3,632,284 -

1,786,392 2,860,300 4,208,789 4,186,727 3,274,839

1,778,655 2,549,315 2,488,803 3,700,357

基準値 目標値

－ 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 －

－ 48.7% 100% 87.7% 100% －

100% 100% 100% 100%

基準値 目標値

－ 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 －

－ 肯定評価 肯定評価 肯定評価 肯定評価 －

肯定評価 肯定評価 肯定評価 肯定評価

政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報

○遺棄学兵器処理担当室ホームページ「有識者会議資料」(http://wwwa.cao.go.jp/acw）

担当部局名
遺棄化学兵器処理担

当室
作成責任者名

参事官（総括）
本田　晃一

政策評価実施時期 平成23年９月

学識経験を有する者の知
見の活用

・第４回遺棄化学兵器処理事業に関する有識者会議（平成22年1月27日開催）における委員のご発言
　　　 「日本政府が正しい情報を発信するということを考えた方がいいと思います。」
・指摘を踏まえ、ホームページの多言語化、コンテンツの拡充（映像）等をはかっているところ。

測定指標

平成22年度計画の発掘・回収
対象範囲に対する実施面積の

割合

実績値

年度ごとの目標値

発掘・回収事業実施後の総括
会議等における日本側の取組

に対する中国側の評価

実績値

年度ごとの目標値

施策に関する評価結果

目標の達成状況
　平成22年度においても敦化市蓮花泡における発掘回収事業を着実に進めて
おり、目標を達成することができたと考えている。

目標期間終了時点の総括

【目標の達成状況の検証】
当事業は、化学兵器禁止条約上の義務であり、人の安全を確保し環境を保護す
ることを最も優先させつつ、中国側の協力を得ながらすすめることとなっており、
平成22年度についても、中国側と緊密に連携をとりながら、当初の予定どおり安
全に事業を実施できた。

【今後の方向性】
　今後、廃棄処理という新しい作業が本格化することから、これまでの知見・ノウ
ハウを活かし、知見のある人材の積極的な活用等を通じて、引き続き中国側と
緊密な連携をとりながら、「安全かつ確実な化学兵器禁止条約の履行」という課
題に取り組むことを考えている。また、当室ホームページの多言語化等をはかっ
ているところ。

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

施政方針演説等の名称 年月日 関係部分（抜粋）

第174回国会
川端大臣所信表明

平成22年3月9日
中国における遺棄学兵器処理事業については、
最初の廃棄処理に向け取り組みを進めて参りま
す。

達成すべき目標
　平成９年に発効した化学兵器禁止条約に基づいて行われる、旧日本軍の遺棄化学兵器の発掘・回収を着実に
行い、それらの処理に向けた作業を推進する。

施策の予算額・執行額等

区分 24年度要求額

予算の
状況

（千円）

当初予算（a） 6,343,812

補正予算（b）

繰越し等（c）

合計（a＋b＋c） 6,343,812

執行額（千円）

平成22年度内閣府本府政策評価書（事後評価）
（内閣府22－5（政策４－施策①））

施策名 化学兵器禁止条約に基づく遺棄化学兵器の発掘・回収〔政策４．遺棄化学兵器廃棄処理事業の推進]

施策の概要
　旧日本軍の遺棄化学兵器は、未だに中国の各地から発見されている。我が国は、化学兵器禁止条約上の義務
を履行するため、これらの遺棄化学兵器が発掘された場合、速やかに発掘・回収を行っている。


